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KIR-OIPニュース（試読版）　第11号
 
ようやく梅雨らしくなったかと思えば週末には30℃を超す猛暑が予報されております。体調
管理に気をつけないといけない季節となってきましたが皆様如何お過ごしでしょうか？
 
さて、1月からお届けしております本試読版もいよいよ最終回となりました。ニュース第11
号をお届けします。
今週は新規案件として、１．手術室内衝突防止システム、２．54V電源の２件を紹介して
います。
 
前回号でお知らせしましたが、今号をもって試読版は終了させて頂き、次号以降は有料会員に
登録された方々にお届けする予定でおります。そのためのご意向お伺いを別途メールにてご案内致しますので、その節はよろしくお願い申し上げます。
試読版を六ヶ月お読み頂いた皆様にお礼を申し上げます。今後とも皆様のお役に立つ活動を
進めて参る所存ですのでご協力、ご支援を賜りますれば幸いでございます。

----------------------------------------------------------------------------------
オープンイノベーション技術提案募集リスト（2017年6月29日現在）
新規に募集が公開された案件
· 病院の手術室内で使える衝突防止システムおよびコンセプト
· 電源：電圧：54V、出力： >600 W  
 
技術提案継続募集中の案件（新規募集案件を含む）
バッテリーおよびエネルギー関連
· 電源：電圧：54V、出力： >600 W  
１．堅牢な新電源の迅速なデザインとプロトタイピング
２．ポータブル電源技術
３．多相ガス分離技術 
 
食品製造関連
１．ジャガイモの新しい非侵襲分析
 
電気・機械関連
１．Tata グループチャレンジ：コンクリ―ト強化用鉄筋の錆止めコーティングとそのインライン　での適用方法
２．発光集光器の開発パートナー
３．PCB(プリント回路基板）のカプセル化技術
４．革新的な巻き線技術
５．電子冷却技術
６．高性能熱可塑性コンポジット
７．分離線マネジメント
８．次世代誘導封止（キャップシール）技術
 
ソフトウェアおよびAI関連
１．クラスター分析
 
センサーおよび測定技術関連
· 病院の手術室内で使える衝突防止システムおよびコンセプト
１．迅速にリークを検出する技術
２．原野の火災センサー
３．鉄筋コンクリート構造物（RC 構造物）の劣化状況を非破壊で簡単に評価できる検査技術（装置）
４．鋼構造物（配管、鋼矢板、鋼管杭など）の劣化状況を非破壊で簡単に評価できる検査技術（装置）
５．飲食物のカロリー等を測定する機器 
 
機能性材料関連
１．フレキシブルなピエゾ抵抗材料
２．電子ビームによるプロピレンコポリマーの表面クロスリンク
３．機能性ナノコーティング領域の最先端技術と企業
４．熱応答性材料技術
５．アルミ導体CV ケーブル（アルミ導体架橋ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル）同士の　　接続及び酸化膜防止技術 
 
医療・医薬・健康関連
１．Ｘ線で正確に位置決めできる高精度、オートクレーブ可能な手術用器具
２．マルチユース無菌コネクターのデザイン
 
技術ニーズの概要は下記のとおりです。お問い合わせによりさらに詳細な内容をお知らせします。
---------------------------------------------------------
バッテリーおよびエネルギー関連技術ニーズ
· 電源：電圧：54V、出力： >600 W  
概要：Siemensが高品質電源で特に出力電圧：54V、パワー： >600 Wで変化する温度で室内で　　　運転できるものを求めている。
背景：顧客に提供する製品群と共に、開発中の製品を補助する外部電源の供給先を求めている。
要件： 
入力電圧（定格）： 120VAC/240VAC。理想的には、100 VDC～300 VDC &  88 VAC ～ 264 VAC
出力電圧（定格）： 54V。54Vに調整できれば48Vでもよい。
出力絶縁：1500VAC/2250DC対シャーシ。 POE（Power of Ethernet)電源供給ではEthernetの
銅媒体と同じ絶縁であることを求めている
出力：>=600W  ~12Amp
作動温度範囲：理想的には -40～+85C、狭い範囲でも応相談
湿度：～95%、結露が無いこと
換気などの可動部分が無いこと
19”ラック/キャビネット内にマウントできること
適合標準：IEC60068-2-30)55℃で湿度（結露無し）95%、96時間稼働すること
締め切り日：2017年8月21日
新規募集案件リストに戻る
継続中分野に戻る
 
１．堅牢な新電源の迅速なデザインとプロトタイピング（NineSigma社）
[image: image1.jpg]


概要：
グローバルな産業機械メーカが、堅牢な工業用電源のデザインとプロト
タイピングを行うサービスの提案を求めている。
背景：クライアントは、振動や衝撃および高温域に耐えなければならない
装置用の電源を使っている。
現在のほとんどの電源はこの厳しい環境に耐えることができない。
求めているエンジニアリング組織は、堅牢な電源のデザイン、プロトタイピング、製造の受託
サービスが可能なところである。
クライアントはデザインを所有することを望んでいるが提案によってはその他の契約も可能
である。
テスト可能なプロトタイプを実現するまでの時間を加速させたいと考えている。
要件：
・堅牢で振動やショックに耐えること
◦Grm：0.797の3軸振動テストに耐え、軸毎の寿命65000時間。
◦10Gの3軸ショックテストに耐え、軸毎に15回、その後デザインスペック通りに作動すること
・相対湿度：0~99％の条件で作動し結露しないこと。
・下記の仕様を満足すること(以下省略)
締め切り日：2017年7月7日
継続中分野に戻る
 
２．ポータブル電源技術（Yet2）
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概要：クライアントは電源コンセントのない地域で電気を使用する機器を
運転するための最先端のポータブル電源技術を求めている。
さらに現在の最先端技術の限界をしるいい機会だとも考えている。
目指しているのは、まず最初に低電力消費モードで3-7日間稼働するポータ
ブル機器で、次に高出力モードで12-24時間稼働するものである。
この電源により、理想的には機器を遠隔で少なくとも1サイクル（3-7日間＋12-24時間）
運転できることである。他の用途もあるが主要ではない。 
要件：
・広範な電力範囲：5W（3-7日間）～450W(12-24時間）
・1サイクル（3-7日間＋12-24時間）の間機器をリモートで運転できること
・現在完成された商品または1年以内に商品化可能なもの
・サステーナブルな技術を特に歓迎する。
可能なアプローチ例：
・数日間低電力から高電力で機器を稼働できるバッテリー技術
・ベースあるいはチャージステーションのコンセプトも可
・太陽光、熱、運動（キネティック）利用も可
掲載日：2017年5月22日
締め切り日（緊急度合）：12ヶ月以内
継続中分野に戻る
 
３．多相ガス分離技術（NineSigma社）
概要：
PepsiCoが脱水プロセスで排熱回収を改善するために新しい多相ガス分離技術を求めている。
背景：
脱水はルーチンとして食品・飲料業界において調理プロセスで使われている。このプロセスは
莫大なエネルギーを使いその結果蒸気として大気に沢山のロス熱を排出している。
空・蒸気中に重量比30%になる大気中の空気が存在し、排熱回収の可能性を低減している。
凝縮表面に薄い絶縁層に非凝縮ガスとして残っている。子の層が空気の部分圧力を増加し、排熱

（蒸気）と回収媒体間の熱伝達効率を著しく減少させる
空気を蒸気から分離できれば排熱回収の可能性を著しく改善できる。
PepsiCoは空・蒸気混合ガスから排熱蒸気を分離できる革新的な技術を望んでいる。
締め切り日：2017年12月29日
継続中分野に戻る
 
食品製造関連技術ニーズ
１．ジャガイモの新しい非侵襲分析（NineSigma社）
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概要：PepsiCoがジャガイモの品質（内部の欠陥、あるいは糖分）の評
価ができる新しい技術を求めている。両方の分析を組み合わせることが
できれば理想的である。
背景：ジャガイモの処理ラインの効率を上げるためにPepsiCoがジャガイモの糖分と内部欠陥（空洞、内部緑化、石など）を非侵襲で評価できる技術を求めている。これらの属性をジャガ
イモを丸ごと/スライス前で検出することで高品質のポテトチップスを消費者に提供できると
考えている。
例えば、スライスしてフライにする前にジャガイモの欠陥を取り除ければ、欠陥のあるジャガ
イモでフライドポテトをつくるエネルギーやコストを節減できる。さらにフライにする前に糖分が分かれば、フライ条件（オイルの温度/フライ時間）を最適化できる。
要件：下記のセンサーで一方だけあるいは両方の要件を満たす技術に興味がある。
糖分センサー：
必須要件：
・ジャガイモに含まれるグルコースが0.03%以上あるいは以下を検出する（精度：95%）
・堅牢性：製造設備あるいは農場で使える
・チップを取り扱える（直径：2.5”- 5”）
・侵襲性が最低である。テストされたジャガイモがスクラップにならないこと。（テスト後
も可食なこと）
・設置コスト：～$50,000/ユニット、プロトタイプは若干高くてもよい。
・最低でも1000個/時のジャガイモが計測できること
 
欠陥センサー：
必須：
・欠陥のあるジャガイモを少なくとも80%検出し製造ラインから除去する
・製造ラインあるいは農場で使える堅牢さ
・チップ化したジャガイモを取り扱える。直径：2.5”- 5”
・侵襲性が最低である。テストされたジャガイモがスクラップにならないこと。（テスト後
も可食なこと）
・設置コスト：～$50,000/ユニット、プロトタイプは若干高くてもよい。
・100%の検査レート（30,000 – 40,000 lb/hr）
締め切り日：2017年12月29日
継続中分野に戻る
 
電気・機械関連技術ニーズ
１．Tata グループチャレンジ：コンクリ―ト強化用鉄筋の錆止めコーティングとそのイン
ラインでの適用方法（InnoCentive社）
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概要：コンクリート強化用鉄筋はス構造強化のために建設で使われるスチール
の棒である。スチール製なので鉄筋は錆に弱い。
製造後は大量の鉄筋は取りまとめられ保管し輸送される。その間、特に過酷な
錆る条件（水分と酸素）にさらされる。
錆びて赤くなっている鉄筋はよく見かけられる。これはその性能には影響を与
えないが、品質がよくないとして顧客の印象に悪い影響を与える。
理論的には鉄筋が製造された後防錆コーティング施してこの問題は最小化できる。
しかし、これは大量生産には実用的ではない。そこでTataグループは製造工程内のイン
ラインで適用できる方法を求めている。
提案に対する賞金総額：$15,000 USD  
掲載日：2017年6月16日 
締め切り日：2017年7月17日
継続中分野に戻る
 
２．発光集光器の開発パートナー（NineSigma社）
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概要：自動車メーカが太陽光を効率よく電気に変換できる発光集光器（LSC)
の開発パートナーを求めている。
背景：クライアントはLSC（大集光面積の発光集光器を将来のために実現
することを目指してプロトタイプを開発できる組織からの提案を求めている。
LSCの最終開発目標：
・高い集光効率
◦可視光をダウンシフトして近赤外とする（効率80%以上）
◦ダウンシフト光をLSCのエッジに放射する（効率：30%以上）
・集光エリア：150 x 150mm2以上
可能なアプローチ例：
・高性能波長ダウンシフト技術
◦高量子効率
◦低自吸収ロス
◦狭発光バンドの発光団（Luminophore）
資金提供：応相談
締め切り日：2017年7月17日
継続中分野に戻る
 
３．PCB(プリント回路基板）のカプセル化技術（NineSigma社）
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概要：IncWellのパートナーがPCB(プリント
回路基板）を保護する堅牢なカプセル化技術
を求めている。
背景：現在電気部品の冷却は熱インターフェース材料（TIM)を電気部品と基板あるいは冷却プレートの間に挟んで実現している。
このTIMはコスト高で経年あるいは摩耗で効果が減衰する。さらに冷却プレート自身その部品の
全熱抵抗を増加している。
PCBの直接水/グリコール冷却を実現し、TIMの使用を避けるためにIncWellのパートナーが電気
部品（例えばVIA、MOSFET、ICなど）を完全に包みこむ技術を求めている。（添付図参照）
カプセル化技術は電気部品をしっかりと守り、堅牢（クーラントの流れによる耐擦過性、耐熱膨
張性、耐機械応力性）で自動車の環境に適合しなければならない。
要件：
・寿命抵抗： 50/50水/グリコール混合液
◦85℃で8000時間以上（液中あるいはクーラント流量：6L/分
◦15年
・PCBを作動温度範囲（-40℃～150℃）で保護する
・低熱抵抗
◦高熱伝導
◦小さい肉厚
◦高全HTC > 2000W/m²K
・連続生産に適合すること（時間、コスト、CAPEX)
・(TRL = 7).
可能なアプローチ例：
・スプレー
・ディップ
・CVD
締め切り日：2017年12月29日
継続中分野に戻る
 
４．革新的な巻き線技術（NineSigma社）
概要：IncWellのパートナーが高度に自動化できる革新的なモーター巻き線方法を求めている。
背景：モーター（e-motor)の製造では銅線を半手動で巻く工程があり効率向上の障害となって
いる。
十分なパワー密度を得るため線は固く緻密に巻かれ、隣接する線同士およびステータやローター
のアセンブリーの磁気シートメタルとも絶縁されていなければならない。
絶縁物は2層（ペーパー層とラッカー層）からなり熱抵抗が増え（熱伝達特性が悪い）温度の
上限がある。（ラッカーは180℃を越えられない）
この内部の生産プロセスを改善するためクライアントはスピードが速く効率が良く製性能が
改善されるモーター（e-motor)の巻き線方法を求めている。
要件：
・小さい組み立て力
・高密度の銅線充填（例えば、新しい線形など）
・ステータ/ロータの冷却機能の組み込み（特にステータ/ロータノッチ内）
・400℃まで使える
・電流容量：～500Arms、最大：800Arms
締め切り日：2017年12月29日
継続中分野に戻る
 
５．電子冷却技術（NineSigma社）
概要：IncWellのパートナーがモーターや電子機械に用いる新しい冷却技術を求めている。
背景：電気部品から発生する熱を迅速に効果的に発散する機能はその部品の電力密度に多大な
影響を与える。冷却が効率的であればあるほど冷却システムのデザインがコンパクトになり、その結果電力密度を高くできる。
冷却効率を最大化するためにヒートシンクは熱源の傍に置かなければならないが場所（ローター
ノッチ）によっては問題である。
さらに、熱インターフェースとなる材料はできるだけ少なくすることが必要である。（全くなく
すことが理想である）しかし、電気部品を直接冷却するために使われる誘電クーラントは熱容量
が少ない傾向がある。
電気部品の冷却に関する課題に対して、クライアントは次世代の冷却技術を探索し始めた。
要件：求める技術は；
・高効果熱交換係数を持つこと
・自動車の環境に適合すること
・コスト効果があること
・製造環境で使えること
締め切り日：2017年12月29日
継続中分野に戻る
 
６．高性能熱可塑性コンポジット（NineSigma社）
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概要： グローバルな自動車部品メーカが繊維強化熱可塑性製品の生産プロセ
スと品質を改善する技術を求めている。
興味の対象は、長繊維強化熱可塑性コンポジットの新しい製造方法、短繊維を
用いた新しいアプローチ、長あるいは短繊維を部分的に使用できる技術、ある部分に異なる
タイプの繊維を使用するもの、部品内に定めた方向に繊維を向ける方法である。
開発中であっても熱可塑性コンポジットの機械性能の向上を目指しコスト効率のよい生産が
可能であれば歓迎する。
背景：　金属パーツを置き換えるエンジニアリングプラスチックは機械特性を減少すること
なく重量を軽減するために最近特に増加している。
有力な自動車部品メーカであるクライアントは高性能プラスチックコンポジットを開発して
いる。
特にグラスファイバーやカーボンファイバー強化ポリアミドやポリプロピレンベースのコンポジット材料に注力している。高応力コンポーネントの短時間製造が金属の使用を最少にする重要課題である。
開発資金：応相談
締め切り日：2017年7月14日
継続中分野に戻る
 
７．分離線マネジメント（NineSigma社）
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概要：IncWellのパートナーは熱可塑性オレフィン（TPO)を使って様々な
部品を射出成型で製造している。
特に一つの部品は3-5mmの高さのリブがパーツの長さ方向に立っている
アンダーカットとなっている。
このリブはモールドの二つの部分が合わさる場所の隠れた部分線の影響でAクラス表面に
フラッシュとなって現れることは許されない。
IncWellのパートナーはこのフラッシュの発生を防ぐための工作法あるいはこのフラッシュ
を短時間で効果的に取り除いてすぐに表面に塗装できる後工程の技術を求めている。
背景： 
モールドから部品を取り出したあと、最初に検査し、余分な部分はサンダーで取り除き、表面
を下塗りして塗装する。
生産性を改善するためにIncWellのパートナーがパーツに必要なモールド後工程を減少したい
と考えている。
顧客が熱可塑性オレフィンを指定しているためクライアントは分離線発生が少ないモールド
材料を使うことができない。
さらに、目に見える分離線が発生する可能性があり、パーツに塗装をするときの品質課題となる。
評価要件：
IncWellのパートナーは２つのアプローチが可能と考えている。
工作方法：
・パーツ表面に後工程を要する分離線が現れないもの
・2回目の作業が必要としないもの
・サイクルタイムが60秒以内で完了するもの
・塗装工程がシングルパスですむもの
あるいは
後工程による方法
・シングルステップで分離線を除去する方法
・結果が塗装可能な表面を形成し更なる工程や特殊な方法を必要としないもの
・サイクルタイム60秒以内で完了するもの
締め切り日：2017年9月29日
継続中分野に戻る
 
８．次世代誘導封止（キャップシール）技術（NineSigma社）
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PepsiCoが食品や飲料用容器の誘導封止の新しい技術を求めている。
背景：
誘導封止はアルミフォイルを含む蓋をガラスやプラスチックの容器につける方法
で長年商用化されてきており、非接触かつ少ないエネルギー消費という点で標準
的な電導封止すなわちヒートシーリングより優れている。
伝統的な複層蓋は次のような構造（底からトップにかけて）である。
・ポリマー層
・アルミ層
・ペーパー層（オプション）
最も普通の誘導封止は、蓋を容器のキャップに接着する。容器と蓋が誘導加熱コイルの下を通過
するとフォイル層がペーパー層から離れポリマー層がフォイル層を容器に接着してハーメチッ
クシールができる。この空密シールはこぼれを防ぎ、改質を阻止し、汚染の恐れをなくすことが
可能。
このプロジェクトではPepsiCoは、蓋を直接容器につけ誘導サイクルで加熱し接着を完成する、
直接誘導封止（キャップレス）のイノベーションを求めている。
誘導封止はうまく行っても難点が存在する。それは消費後のリサイクルの問題である。
もし、廃棄時にフォイルが完全には容器から取り除かれなければアルミの存在がガラスやプラスチックのリサイクルを妨げることになる。
PepsiCoは材料科学やポリマー技術の進歩で誘導封止における消費後のリサイクル汚染を削減
あるいは除去できると信じている。
締め切り日：2017年12月29日
継続中分野に戻る
 
ソフトウェアおよびAI関連技術ニーズ
１．クラスター分析（InnoCentive社）
[image: image10.jpg]


クライアントは自動データクラスターシステムが的確に散布図をクラスタリング
したかどうかを決定できる方法を求めている。
求める方法は分類アルゴリズムで以前に自動データクラスターシステムでクラス
ターされ、分散図をきちんとクラスターしたかあるいは拙く行ったかを検証し
分類するものである。
概要：クライアントは多くのサンプルを並行して分析（アッセイ）してそれぞれのサンプルの
状態を決定するプロセスを使っている。
通常はサンプルは3つの内の１つの状態にある。この分析（アッセイ）は2つのシグナルを出し
そのマグニチュードがサンプルの状態を表している。
さらに、サンプル集合に適用された分析（アッセイ）出力の2つのシグナルはそれぞれXY分散
図としてプロットされる。
サンプルの３つの可能な状態に対応する3つの特異なクラスターが観察できる。
それぞれのサンプルの状態を推定するためにクラスターが特定され正確にラベル化されなけ
ればならない。それぞれのサンプルの状態はデータポイントが現れるクラスターによって推定
される。
クラスタリングには人によるマニュアルクラスタリング、あるいはコンピュータによるオート
クラスタリンガある。
クラスタリングいくつかのファクターにより課題がある。マニュアルクラスタリングはいくらか
オートクラスタリングよりも正確だとされているが、非常に手間のかかるものである。
オートクラスタリングを効果的に実行するには、オートクラスタリングによる散布図が拙く
クラスターされたことを特定しマニュアルでレビューすることが必要である。
この課題はオートクラスタリングが拙くクラスターした散布図を自動的に決定し、拙いものと
分類するアルゴリズムを求めている。
求めるアルゴリズムは誤検知（フォールスネガティブ：拙いクラスターによる分散図を的確に
クラスターされたとする誤検知）の除去に大きく重点を置くことによって拙いクラスターによるすべての分散図をマニュアルでレビューできるようにするものでなければならない。
提案者には、アルゴリズムの開発とテストに使える数多くの分散図（トレーニングセット）を提
供する。
賞金： $30,000 USD  
掲載日：2017年6月8日 
締め切り日：2017年8月7日
継続中分野に戻る
 
センサーおよび測定関連技術ニーズ
· 病院の手術室内で使える衝突防止システムおよびコンセプト（NineSigma社）
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概要：Siemens Healthineersが手術室内の可動および固定型Cアームで使える
衝突防止システムおよびコンセプトを求めている。
背景： 介入中Cアームは動かなければならない。この動きによって、患者、医
療スタッフ、その他のデバイスのいずれもこの動作で傷つけられてはならない。
衝突が起きる前に、動きを停止するためにソリューションと信号によって危険を察知できなければならない。
Cアームの動作速度は100°/秒、約 1 m/秒である。
Siemensは人-ロボットのコラボ環境の改善を目指している。
求めているのは、確実な衝突防止あるいは衝突検知に関するいろいろなソリューションである。
可能なアプローチ例：
・衝突検知、例えば発泡材ラミネート/マット近接スイッチ、力センサー
・近傍認識、例えば赤外線あるいはレーダーセンサー
・室内観察、例えば近隣イメージング、光センサー
締め切り日：2017年8月21日
新規募集案件リストに戻る
継続中分野に戻る
 
１．迅速にリークを検出する技術（NineSigma社）
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背景： 
自動車メーカーは車体の多くの場所でウォータータイトシールを施す必要がある。
ドア回り、ウィンドウ回り、その他水の浸入がありうるすべての場所である。
現在のリーク評価モジュールは圧力減衰/マスフロー方法である。この技術は効果
的だが遅い、最低160秒から360秒もかかる。
1.0mm以上の大きなリークは比較的迅速に見つかるが、小さなリークは時間がかかり、サイクル
タイムが増える。
さらに、リークテストで水が必要なこともある。これはテスト終了後清掃する必要があるため
さらにサイクルタイムが増える。
要件：
・サイクルタイム：45秒以下
・直径0.3mm以上の非常に小さなリークを検出可能なこと。
・追加のステップ、例えばテストした部品やモジュールの清掃、を必要としないもの
・大きなパーツ（～1.5m x 1.5m)もテスト可能なこと
・フットプリントが比較的小さいもの
可能なアプローチ例： 
要件を満たすすべてのアプローチ
対象外：
・ウォーターリーク法（水を清掃するため時間がかかる。）
・真空減衰（サイクルタイムがかかりすぎる）
・超音波フロー（性能不足）
・熱放散（性能不足）
・感熱紙（性能不足）
締め切り日：2017年9月29日
継続中分野に戻る
 
２．原野の火災センサー（InnoCentive社）
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原野で使えるプロトタイプシステムで、1つの中央データ受信装置と少なくとも
2つの微細な粒子（PM2.5) 、一酸化炭素（CO)、オゾン（O3)および二酸化炭素（CO2)
を計測しデータを無線で通信できセンサーノードで、原野の火災発生時に、これら
の濃度レベルを広いダイナミックレンジで計測できるシステムを求めている。
プロトタイプシステムは、正確で、軽量、使いやすく、ファーストレスポンダー、州、近隣社会
が原野火災の煙を簡単に計測できるものでなければならない。
賞金のほか、プロトタイプを提供するすべての応募者は、そのシステムのラボテストの結果に関
する情報と、大気モニターリングの専門家による定性的なフィードバックを直接受け取ることに
なる。
もし、そのシステムが信頼性が高く有用であるなら、より大規模なセンサーネットワークの購入
も、フォローアップのプロジェクト、すなわち原野火災や計画的な野焼きの時の煙を計測する
プロジェクトの一環として検討できる。
賞金：$60,000 USD  
掲載日：2017年4月6日 
締め切り日：2017年11月22日
継続中分野に戻る
 
３．鉄筋コンクリート構造物（RC 構造物）の劣化状況を非破壊で簡単に評価できる検査技術
（装置）（Yet2社）（原文のまま）
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概要：
RC 構造物の塩害劣化による鉄筋腐食、ひび割れ、浮き剥離などの劣化状況を非破壊で簡単に評価でき、保守点検業務を合理化できる技術、装置を探しています。
対象となる鉄筋は、鉄筋径：13～32mm程度、鉄筋かぶり：50～100mm 程度です。
背景：
現在の検査方法は主として外観目視点検を行って、ひび割れ、 浮き剥離などの劣化状況を把握
している。被覆されたRC 構造物は、被覆材内部の劣化状況を確認できていない。
外観目視点検により塩害劣化が想定される箇所については、RC 構造物のコンクリートコアを
採取し（破壊検査）、鉄筋位置でのコンクリートの塩化物イオン濃度(JIS 1154)を算出し、鉄筋腐食状況を間接的に評価している。コンクリートコアを採取した場合は下記の課題があります。
・コンクリートコアを採取した箇所が将来的に劣化の弱点となる可能性がある。
・現場作業（採取、補修）で 2 日、塩化物イオン濃度測定結果が10 日程度の日数が掛かり、
即時に評価ができない。
・コンクリートコア採取では点での評価であり、面での評価ができない。
・同一箇所での連続的な評価ができない。
・被覆された RC 構造物では、被覆材を切断・撤去をしなければならない。
掲載日：2017年1月16日
緊急度合い：12 ヶ月以内
継続中分野に戻る
 
４．鋼構造物（配管、鋼矢板、鋼管杭など）の劣化状況を非破壊で簡単に評価できる検査技術
（装置）（Yet2社）（原文のまま）
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概要：
火力発電所内の鋼構造物の腐食状況（肉厚）を非破壊で簡単に評価でき、保守
点検業務を合理化できる技術、装置を探しています。
・埋設配管内部（径：φ100mm 以下 、深度：30m 程度）の腐食状況
・港湾部の護岸に設置されている鋼管杭、鋼矢板の腐食状況
・配管橋等（支間長さ：50m 程度）の主桁、支承等の腐食状況 、塗装の劣化状況
背景：
腐食状況の評価は、現在は超音波厚さ計を用いて鋼材の肉厚を測定し、評価しています。
・土中深くに埋設された配管は、周囲を掘削して測定している。ただし、掘削できない､人の手
が入らない箇所は点検できていない。
・護岸の鋼管杭、鋼矢板などの水中（海水）に没している箇所は、潜水作業にて測定している。
・橋梁などの長尺設備は、足場を掛けて作業場所を確保してから測定している。
塗装の劣化状況の評価は、現在は外観目視点検にて評価しています。目視による評価のため、
劣化状況を数値化できていない（補修時期が分からない）
制約条件：
下記評価項目のいずれか１つを満たす事
1．鋼材の腐食状況（腐食量，腐食速度）が確認できること
・掘削できない・人の手が入らない箇所でも点検できる技術
・水中に没している箇所では、潜水作業が必要なく点検できる技術
・橋梁などの長尺設備では、足場が必要なく点検できる技術
2．塗装の劣化状況を確認し、補修時期を評価できること
・一般的な塗膜劣化度測定手法である引張付着やインピーダンス測定などに限定していません。
・塗膜の変形追従性、透気性、透水性を評価する技術を希望しています。
掲載日：2017年1月16日
概要緊急度合い：12 ヶ月以内
継続中分野に戻る
 
５．飲食物のカロリー等を測定する機器(Yet2社)
概要(原文のまま)：
一般消費者が飲食物の成分（カロリー、糖分、脂質、ビタミン量等）を簡易に測定できる機器で、
2020 年までに一般消費者向けに製品化可能な開発品を探しています。
背景：
一般消費者が健康維持の目的で飲食物のカロリーや糖分、脂質、ビタミン量等を簡易に計測する
ニーズが日常生活の中で今後高まってくると思われます。
そのような機器を用いた測定と、飲食品を組み合わせたサービスの提案を模索しています。
2020年までに一般消費者向けに製品化可能な飲食物成分測定機器のご提案をお待ちしています。
お取引形態については特に制約条件を設けておりません。
掲載日：2017年2月8日
緊急度合：12 ヶ月以内
継続中分野に戻る
 
機能性材料関連技術ニーズ
１．フレキシブルなピエゾ抵抗材料（NineSigma社）
概要： IncWellのパートナーがピエゾ抵抗性能を示す新しい材料を求めている。
背景：半導体の製造に使われるゲルマニウムのような材料は機械的な歪みで電気抵抗が変わる
特性を持つ。
しかし、このような材料はもともと固い性質を持つ。IncWellのパートナーがフレキシブルな
形状でピエゾ抵抗を示す材料を求めている。
要件：
・肉厚：< 1mmでフレキシブル
・クリープや張力緩和を起こさない
・弾性変形レジームで寸法（～25㎜円/<1㎜厚み）の圧力限界に耐える
・-45℃～150℃で相変化を示さないこと：
・電気的、機械的性質が判定でホモジーニアスであればこの温度範囲での相変化は許容する。
・理想的にはコストは $0.01/mm2以下
可能なアプローチ例：
・シリコンベースの材料
・ゴムベースの材料
締め切り日：2017年12月29日
継続中分野に戻る
 
２．電子ビームによるプロピレンコポリマーの表面クロスリンク（NineSigma社）
概要：Yanfeng Automotive が電子ビームを使って、制御される深さでポリプロピレンコポリ
マーの表面をクロスリンクする方法を求めている。
背景：Yanfeng Automotive はポリプロピレンコポリマーの表面耐久性をこれまでのポリマー
コーティングを使わずに、成型したパーツの表面を改質することで改善したいと考えている。
要件： 
・クロスリンクの深さと密度を制御できること
・３D表面と輪郭を処理できること
・表面の見栄えと光沢に影響を与えない処理
・あまり資金がかからない方法
締め切り日：2017年9月29日
継続中分野に戻る
 
３．機能性ナノコーティング領域の最先端技術と企業（Yet2)
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概要：
クライアントは機能性ナノコーティング領域の最先端技術及び企業を求めている。
含まれるのは、次世代機能性ナノコーティングで、自己 修復、熱変色さらに超撥水性を持つものである。
その他の機能性も検討するが重要性は低いが、含まれるのは、防汚、抗菌特性（銀や酸化亜鉛
を除く）がある。
耐高温性であればさらによい。
背景： 家庭用品の表面は、摩耗、洗剤、指紋などにさらされ美観を損ね、商品寿命を短くする。
クライアントは、消費者の満足を高める機能性を持った耐高温性ナノコーティングを求めている。
要件：
必須要件：
・次の内複数の機能性をもつこと：自己修復、熱変色、防汚、抗菌（6-logバクテリア減少：銀、
酸化亜鉛ベースを除く）、超撥水性
・耐熱性： -150-1100℃ (アプリケーションによっては含まず）最重要なのは350-800℃
・2年以内に製造可能なこと
・サンプル提供可能なこと
追加条件：
・製造可能性
・コストと品質Cost and quality
・上市性（タイムツーマーケット）
・グローバル市場への対応
可能性のあるアプローチ例： 
商品化済あるいは準備中の商品で800℃に耐えるあるいは最小限の改善で達成できるもの
消費者の満足を向上するための複数の機能性を提供するもの
掲載日：2017年5月3日
締め切り日（緊急度合い）：12ヶ月以内
継続中分野に戻る
 
４．熱応答性材料技術（NineSigma社）
PepsiCo が加熱、冷却に際して絶縁可能な容器あるいは相変化ラベルを求めている。
背景：
ファッション業界では相変化材料を用いて最先端の衣類、周囲環境条件に応答して着用者に
とって快適な温度を維持できる絶縁と通気をもたらすものを提供している。
PepsiCoは革新的なパッケージやラベルで、消費者の飲料用容器に似たような熱特性をもつ技術
を求めている。
熱応答性容器やラベルは消費材の世界中への輸送にとって効率的であるだけでなく、できるだけ
理想的な温度で消費者に好きな飲料を提供するのに有用である。
PepsiCoはこのような容器やラベルが可能な材料科学の進歩を確信している。
商品化につながる明白なアプローチのコンセプトに興味を持っている。
可能なアプローチ例：
要件を満たすすべてのアプローチを歓迎する。
対象外： 
・発泡ラベル
締め切り日：2017年12月29日
継続中分野に戻る
 
５．アルミ導体CV ケーブル（アルミ導体架橋ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル）同士
の接続及び酸化膜防止技術（Yet2社）（原文のまま）
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概要：
アルミ導体CV ケーブル（アルミ導体架橋ポリエチレン絶縁ビニルシース
ケーブル）同士を接続します。このケーブル接続では230℃以上の高温に
なる可能性があります。我々は酸化膜生成を防止し、高温に耐え、30 年以上安定した状態に保
つことができる接続技術を求めています。
背景：
現在アルミ導体CV ケーブル同士を接続するためにアルミスリーブを使用している。そのアルミ
スリーブ内面およびアルミ導体表面にコンパウンドを塗布し、ワイヤブラシ等で研磨することに
よりアルミ酸化被膜を除去したり、再度コンパウンドを塗布することでアルミ酸化被膜再形成を
防止している。
使用するコンパウンドには、複数の要求性能があるため、全ての要求を満たすものを探している。
現在試験済みのコンパウンド（グリース）では230℃以上の高温に耐えることができないため
使用できない。
現在コンパウンド（研磨によるアルミ酸化被膜除去及び塗布によるアルミ酸化被膜再形成防止）
を利用したスリーブによる接続を行っているが、それ以外でもアルミ酸化被膜除去及び再形成防
止を伴う接続技術の提案であれば検討させていただきます。
掲載日：2017年2月21日
緊急度合：12 ヶ月以内
継続中分野に戻る
 
医療・医薬・健康関連技術ニーズ
１．Ｘ線で正確に位置決めできる高精度、オートクレーブ可能な手術用器具（NineSigma社）
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概要：Siemens HealthineersがX線画像ガイドする手術に使う複合材料でできた
高精度器具を求めている。
背景：
スチールでできた手術器具はX線を利用する場合にはいくつかの欠点がある。
一方でスチールは放射線不透過だが他方X線ビームを散乱する。スチールの器具の主要な利点は、

強度が高く、耐久性がある材料で手術用に長く使われてきた。
Siemens Healthineersは革新的な材料で、最適化されたデザインと製造プロセスでX線を
使った手術器具を実現できるものを求めている。
器具の正確な位置はX線で特定する。少なくとも5つの 放射線不透過マーカー（ジオメトリー：
半径約2㎜）が器具上に均一に分布し、二つのインターフェースに対する一定のサイズとジオ
メトリーとの関係を示すことができなければならない。
このマーカーのジオメトリーで、X線デバイスによるこの器具の場所を再現性良く正確に行う
ことができる。
この器具は開腹あるいは最小の侵襲手術中に患者と接触する。したがって材料の選択と器具の
ジオメトリーは衛生的/医療用デザインルールに従い、簡単に滅菌でき再利用のための処置
（洗浄、再滅菌）ができなければならない。
すなわち、加熱殺菌（オートクレーブ134℃）ができ、高精度（確度0.1mm）、機械的強度寿命
は1年間あるいは100回の再生サイクルを実現する必要がある。
締め切り日：2017年8月1日
継続中分野に戻る
 
２．マルチユース無菌コネクターのデザイン（InnoCentive社）
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クライアントはマルチユースの無菌コネクターのオリジナルなデザインを求めて
おり、接続前後の無菌性を維持し、分離しても液体のリークが起きないものである。
賞金：$25,000 USD  
掲載日：2017年6月1日 
締め切り日：2017年7月16日
継続中分野に戻る
 
先頭に戻る
 
